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等価線量は実効線量計算の中間的
な量とみなすべき
例）実効線量10mSv, 甲状腺線量
240mSvの混乱を避ける

!" =$
%
&%'(,%

 �2�<�!VCLETU?!QE\26�!Q(L) T?�LO=
Pub.60 ��CRBE^�,T:�K]PF\
• wR=1 VC	�CB�Chik/�GcejdkU*S\RHC('+
#T8
FGE\JR^��LSFD

• �
2=U9)TUW"
RWSLPF\D

.�2=

	�CB�Cμ/� o m
A�C4Bfb�>� o n
ajg`/�C$
5&C</�onl
��� o cejdkU71?!

等価線量と吸収線量

吸収線量が組織反応(確定的影響）の
制限に使用する最適な量
例）水晶体 0.5 Gy
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実効線量は100mSv以下で使用、例外的に緊急時被ばく状況では1Sv
程度まで使用可



実効線量は特定年齢の標準人の男女平均で計算される
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cf. TG96: Pediatric Reference Computational Phantoms
Newborn, 1-Year, 5-Year, 10-Year, 15-Year-Female, 15-Year-Male, Adult



実効線量はリスクの近似指標であるが、リスク代替ではない
• MLKC2�12�20�B!�A��;I62�	&.C2#�B���>
3H2!�B��BMLKJ��;IEB>C@4

• :5:2�2+D8��1AFI�C�:=�78C@4
• �%MLK��C�?�1>��'3I4C�)�0�>��:<EB
• 
$B!�* ?�%MLKA/��9<�	&.B/�B"-6�,

�	&.Draft Report for Consultation5G

(�
�&.



実効線量は医療のモダリティ、患者、装置によって異なる
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実効線量は医療で異なるモダリティや撮影技術の比較に使用できる
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実効線量は臨床家と患者に対するリスコミの目的に、
異なる医療行為を大まかにカテゴリー分けする指標に使用できる
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討論のポイント
1. 特定年齢の標準人の男女平均で計算し、外部被ばくと内
部被ばくの合計量をリスクで調整して得た防護量
• 最適化、限度などの基準比較に使用
• 100mSv以下で使用
• 例外的に緊急時では1Sv程度まで

2.   等価線量は実効線量計算の中間量
• Gy: 臓器線量の単位 Sv: 実効線量の単位
• 実効線量の使用は、確率的影響の管理に
• 等価線量は臓器・組織の線量限度には用いない

3. 実効線量はリスクの近似指標であるが、リスク代替では
ない
• リスクは年齢、性、集団に依存


